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寝具の使用実態と就寝様式について
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＜目的＞寝具は健康との関連が深い製品であるが、科学的な検討は乏しく、各種の寝具が

各人の好みによって使用されている現状である。本研究は、寝具の基本パターンを提案す

ることを目的としたものであり、実態調査を基に各パターンの相違を検討した。

＜方法＞広島市周辺に居住する18～20歳の女子学生325名を対象に1993年12月に配票

留置法による質問紙調査法を実施した。有効回収数284名、回収率87.4％であった。調査

内容は、身体特徴、家屋形態、就寝様式、寝具材料などである。データの集計・分析には、

単純集計、クロス集計、相関分析などを行った。

＜結果＞1.ふとん（敷き用と掛け用を含む）の中綿の種類としては、羽毛（72.9％）が

最も多＜、次いで、もめん(65.1％）、羊毛（49.6％）の順であった。＜複数回答可＞2.

枕の充填剤の種類としては、そばがら（74.3％）が最も多く、次いで、ポリエチレンのパ

イプ（46.1％）、羽根（38.7％）の順であった。＜複数回答可＞３．就寝様式を、ベッド、

畳、絨毯（カーペット）、床に分類した場合、使用割合は、54.0%:24.6%:15.8%: 5.6%であ

った。 4.寝具の使用枚数は、就寝様式の相違がみられず、敷き用では１枚（敷きふとん）

が、掛け用では２枚（毛布十掛けふとん）が最も多かった 5.電気毛布の使用は、4.9%

であり、掛け用と敷き用の割合は、ほぼ同率であった。

2Ka－2 特殊シーツが睡眠中の生理反応、寝床内気候に及ぼす影響

　　　　　東邦大学医　○岡本一枝　奥平進之

　【目的】健康的な昼間の生活を過ごすために、良い夜間睡眠は必須である。睡眠に影響を

与える因子には、身体状況、環境要因など様々であるが、寝具条件もその一つである。様

々な寝具がある中、今回は身体に直接触れるシーツに着目し、暖かいと詠われ、脱脂綿を

医療用ガーゼで包んだ３層構造のシーツ使用時と、一般に普及している綿シーツ使用時の

睡眠中の生理反応や寝床内気候を比較した。

　【:方法】平成６年１月、健康成人女子４名（平均年齢22.5歳）を対象に実験を行った。実

験条件は、ガーゼと脱脂綿の3層構造のシーツ使用時（Ｐ群）と、綿ioo;sの平織りシーツ

使用時（Ｃ群）とした。寝具条件はペットを用い、敷き用に敷布団、シーツ、掛け用にシ

ーツ、毛布２枚を使用した。寝室内は19～20 r、RH50～55%に保った。測定項目は、直腸温、

皮膚温（5点）、寝床内気候（6点）、主観申告（温冷感、快適感、湿潤感、睡眠感）とした。

尚測定は３夜連続とし、１日目は順応夜とした。

　【結果】①直腸温低下はp群の方が速い傾向であり、足背、下腿、大腿の皮膚温上昇もp

群が速かった。②胸部の寝床内温度は、就床後2～4時間でp群が高い傾向であり、腰部の

温度上昇はＰ群で速かった。③入床時と起床時の足の温冷感はＰ群の方が暖かい側の申告

であり、快適感も快適側であった。睡眠感についてもp群が良い傾向であった。
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